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日本農芸化学会 2018 年度大会に参加し、コリン型リゾプ

ラズマローゲン特異的ホスホリパーゼ D の基質特異性改変

と基質認識メカニズムについて学会発表を行った。 

基質認識に関与するアミノ酸を PC で予測し、別のアミノ

酸に置換することにより基質特異性が変化した変異型酵素

を多数作成し、詳細に解析した。その結果、わずか１アミ

ノ酸を置換するだけで活性を維持したまま、基質特異性を

大幅に改良できたという内容を発表した。これまでにも基

質特異性を大幅に改良できたと発表した報告例があるが、

その多くが酵素の触媒活性が 1/100 以下に激減するという

ものであった。今回、我々の発表では酵素の触媒活性を一

切低下させずに、基質特異性を大幅に改良できた例を報告

した。聴講者が多く、かなり注目を集めたようである。 

質疑応答などの意見交換により、今後研究を進める上で有

益な知見が得られた。 
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